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を
中
心
に
駅
前

市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て
調
査
と
現
地
視
察

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
③
市
制
一
〇
〇
周
年
を
目
標
と
す
る
初
雁

公
園
整
備
基
本
構
想
の
研
究
と
し
て
、
熊
本

城
復
元
整
備
事
業
・
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
伊
佐
沼
関
連
と
し
て
白
鳥
飛
来
環

境
管
理
に
つ
い
て
出
水
市
の
「
ク
レ
イ
ン
パ

ー
ク
い
ず
み
」
、
歴
史
的
町
並
保
存
に
つ
い

て
は
「
出
水
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
を
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
鹿
児
島
市
の

鹿
児
島
玉
龍
中
高
一
貫
教
育
開
設
事
業
に
つ

い
て
調
査
研
究
い
た
し
ま
し
た
。

●
資
料
購
入
費
に
つ
い
て

　
地
方
分
権
・
行
財
政
・
ま
ち
づ
く
り
・
福

祉
・
教
育
・
産
業
等
に
関
連
す
る
書
籍
の
購

入
、
新
聞
・
会
派
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用

料
・
各
種
情
報
誌
等
の
購
入
を
い
た
し
ま
し

た
。

●
広
報
費
に
つ
い
て

　
啓
政
会
広
報
紙
の
発
行
を
致
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
な
ど
を
取
り
ま
と

め
、
会
派
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
公

表
し
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
要
望
等
御
座
い
ま
し
た
ら
、
地
域
の

議
員
に
お
伝
え
下
さ
い
。

　
公
明
党
川
越
市
議
団
と
し
て
の
平
成
十
九

年
度
の
政
務
調
査
費
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
主
な
使
途
目
的
と
し
て
は
、
調
査
研
究
費

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
は
三
回
に
渡
り

先
進
都
市
の
行
政
視
察
を
行
な
わ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
報
広
聴
費
と
し
て
は
、
公
明
党

川
越
市
議
団
の
議
会
活
動
な
ど
を
、
広
く
市

民
の
方
々
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
議
会
の

「
一
般
質
問
」
等
で
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
行

政
に
反
映
さ
れ
実
績
と
し
て
作
り
上
げ
る
事

が
出
来
た
施
策
や
、
政
策
等
を
チ
ラ
シ
と
し

て
作
り
上
げ
、
新
年
の
元
旦
の
各
新
聞
の
折

り
込
み
に
「
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て
入
れ
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
の
事
で
は
有
り
ま
す
が
、
年

度
を
通
し
て
使
用
さ
せ
て
頂
き
、
残
っ
た
金

額
は
川
越
市
へ
返
還
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
方
々
か
ら
、
お
預
か
り
を
し
た
、

貴
重
な
税
金
か
ら
成
る
『
政
務
調
査
費
』
を

こ
れ
か
ら
も
使
用
目
的
を
吟
味
し
な
が
ら
、

市
政
発
展
に
繋
が
る
様
々
な
調
査
研
究
の
た

め
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
中
原
秀
久
を
代
表
に
、
四
名
で
活
動
を
し

て
い
る
会
派
で
す
。
政
務
調
査
費
は
支
出
額

の
多
い
順
に
、
調
査
研
究
、
広
報
広
聴
、
資

料
購
入
、
資
料
作
成
の
四
項
目
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
返
戻
残
額
は
二
十
五
万

八
千
九
百
三
十
一
円
で
し
た
。
議
会
で
は
四

つ
の
常
任
委
員
会
と
十
三
の
審
議
会
、
一
つ

の
特
別
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
の
他
地
域
活

動
も
幅
広
く
個
性
豊
か
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
・
議
会
報
告
を
発
行
す
る
（
四
回
）

　
　
・
一
般
質
問
を
行
う
（
四
回
）

　
　
・
全
員
で
視
察
を
行
う
（
三
回
）

　
こ
れ
ら
を
全
員
の
基
本
活
動
に
市
政
全
般

を
見
回
し
て
い
ま
す
。
特
に
市
政
運
営
が
公

正
で
市
民
利
益
を
最
大
に
守
れ
る
よ
う
、
正

義
感
の
強
い
会
派
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
市
職

員
の
公
金
横
領
事
件
で
百
条
委
員
会
設
置
に

努
力
し
、
今
回
は
市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

設
置
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
川

越
市
当
初
予
算
へ
の
要
望
も
重
点
九
項
目
と

百
六
十
二
項
目
を
提
出
し
市
民
生
活
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
の
根
底

を
支
え
て
い
る
の
が
政
務
調
査
費
で
す
。
限

ら
れ
た
紙
面
で
の
報
告
は
雑
駁
と
な
り
ま
す

が
、
中
で
も
議
員
視
察
で
訪
問
す
る
各
地
で

の
体
験
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
最
初
に

訪
問
先
議
会
で
、
行
政
区
の
歴
史
・
現
状
・

課
題
な
ど
を
資
料
に
基
づ
い
て
挨
拶
が
あ
り

ま
す
。
次
に
事
前
通
告
を
し
て
い
る
視
察
項

目
に
つ
い
て
担
当
職
員
が
詳
細
に
説
明
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
後
に
質
疑
を
行
い
、

最
後
に
現
地
視
察
と
し
て
市
内
関
係
地
に
議

会
の
車
で
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
す
。
全
国
の

先
進
事
例
を
視
察
し
ま
す
の
で
、
回
数
を
重

ね
る
程
に
私
た
ち
の
情
報
量
も
増
大
し
、
時

に
は
視
察
先
の
職
員
か
ら
こ
ち
ら
の
指
摘
を

喜
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
視
察
項
目
に

「
重
要
伝
統
建
造
物
」
を
入
れ
、
川
越
の
歴

史
と
伝
統
保
存
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

は
「
領
収
書
の
全
面
公
開
こ
そ
住
民
監
視
に

よ
っ
て
政
務
調
査
費
の
使
途
を
正
し
て
い
く

最
大
の
保
証
で
あ
る
。
住
民
の
目
線
を
基
準

に
し
て
、
批
判
と
議
論
の
相
互
作
用
の
な
か

で
正
さ
れ
て
い
く
の
が
、
地
方
自
治
の
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
議
会
の
様
子
を
市
民

に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

所
属
す
る
四
名
の
議
員
全
員
が
、
毎
議
会
一

般
質
問
な
ど
で
積
極
的
な
提
案
や
論
戦
を
お

こ
な
い
、
議
会
報
告
を
発
行
（
年
四
回
）
し

て
そ
の
様
子
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
選
挙
を
経
て
議
員
団
の
顔
ぶ
れ
が

新
し
く
な
っ
た
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
　
　
（h

ttp
://jcp

-k
a
w
a
g
o
e
.jp
/

）

　
人
件
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、
政
策

研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

事
務
職
員
の
給
与
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
や
、
資
料
の
と
り
ま
と
め
、
議
員
の
行

動
予
定
の
調
整
な
ど
、
議
員
団
の
活
動
を
支

て
い
ま
す
。

　
研
究
研
修
費
は
主
に
、
自
治
体
問
題
研
究

所
が
主
催
す
る
自
治
体
学
校
や
自
治
体
理
論

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。
全
国
各

地
の
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
、
そ

の
成
果
を
市
民
生
活
向
上
の
た
め
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
研
究
費
は
主
と
し
て
、
公
共
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
先
進
市
を
視
察
し
た
も

の
で
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
と

た
く
さ
ん
の
意
見
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
、

開
催
回
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

啓
　
政
　
会

公
明
党
議
員
団

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21

日
本
共
産
党
議
員
団

　
政
務
調
査
費
は
一
人
に
月
額
八
万
円
で
所
属
会
派
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
昨
年
五
月
か
ら
本
年

三
月
ま
で
の
交
付
総
額
は
三
千
五
百
二
十
万
円
で
し
た
。
期
間
内
に
支
出
せ
ず
返
納
さ
れ
た
金

額
は
九
百
五
十
四
万
百
二
円
で
約
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
会
派
の
支
出
ル
ー
ル
も
様
々
で
、

今
回
は
会
派
独
自
の
視
点
で
原
稿
を
ま
と
め
ま
し
た
。
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に

報
告
を
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
市
民
生
活
に
直
結
す
る
議
員
活
動
が
さ
ら
に
身
近
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特  

集

政
務
調
査
費

　
研
究
研
修
費
と
は
・
・
・
研
究
会
、
研
修
会
を
主
催
す
る
場
合
や
参
加
す
る
場
合
の
経

費
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
主
催
す
る
場
合
は
主
に
会
場
費
等
で
す
。

　
参
加
す
る
場
合
は
、
主
に
会
費
、
交
通
費
等
で
す
が
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
や
酒
食
を
共
に

す
る
会
合
や
個
人
的
な
資
格
で
参
加
す
る
団
体
の
会
費
と
し
て
は
支
出
で
き
ま
せ
ん
。

　
調
査
研
究
費
と
は
・
・
・
市
内
や
市
外
調
査
と
し
て
他
市
等
の
先
進
的
施
策
を
視
察
す

る
場
合
の
経
費
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
主
に
交
通
費
、
宿
泊
代
、
日
当
、
資
料
等
の
購
入
費
等

で
す
が
、
車
の
維
持
費
、
修
理
費
、
食
事
先
等
へ
の
移
動
費
用
に
は
支
出
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
旅
費
は
「
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
」
の
例
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

札幌市中沼プラスチック選別センター

所属の4名の議員

視察時研修会の風景

金額（円）

6,162,748

175,790

1,044,735

130,638

887,279

863,587

3,102,029

3,060,819

収入 (利息を含む)

支出

返金残高

科　目

研究研修費

調査研究費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

合　計

公明党議員団政務調査費収支報告書

金額（円）

171,780

93,950

16,377

518,797

2,235,387

439,200

3,475,491

45,701

割合（％）

5.0 

2.7 

0.5 

14.9 

64.3 

12.6 

100.0 

科目

研究研修費

調査研究費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

人件費

合計

3.残額　　　　　　　　　(返還)

1.収入 3,521,192 ※利息含

2.支出

政務調査費収支報告

　
政
務
調
査
費
で
実
施
し
た
調
査
研
修
等
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

●
研
究
研
修
費
に
つ
い
て

　
年
金
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
事
務
所

よ
り
講
師
を
迎
え
、
年
金
の
現
状
と
離
婚
分

割
・
遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金
等
の
制
度
に

つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

●
調
査
研
究
費
に
つ
い
て

　
①
今
日
の
市
政
の
課
題
の
中
か
ら
、
環

境
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
行
財
政
改
革
な
ど
を

取
り
上
げ
、
具
体
的
案
件
と
し
て
新
清
掃
セ

ン
タ
ー
事
業
に
関
連
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

「
札
幌
リ
サ
イ
ク

ル
団
地
」、砂
川

市
の「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」、旭

川
市
で
は「
行
財

政
改
革
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」等
と
、

各
市
の
議
会
の

状
況
な
ど
も
併

せ
て
調
査
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
②
庁
舎
問
題
の
研
究
施
設
と
し
て
、
「
岐
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を
中
心
に
駅
前

市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て
調
査
と
現
地
視
察

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
③
市
制
一
〇
〇
周
年
を
目
標
と
す
る
初
雁

公
園
整
備
基
本
構
想
の
研
究
と
し
て
、
熊
本

城
復
元
整
備
事
業
・
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
伊
佐
沼
関
連
と
し
て
白
鳥
飛
来
環

境
管
理
に
つ
い
て
出
水
市
の
「
ク
レ
イ
ン
パ

ー
ク
い
ず
み
」
、
歴
史
的
町
並
保
存
に
つ
い

て
は
「
出
水
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
を
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
鹿
児
島
市
の

鹿
児
島
玉
龍
中
高
一
貫
教
育
開
設
事
業
に
つ

い
て
調
査
研
究
い
た
し
ま
し
た
。

●
資
料
購
入
費
に
つ
い
て

　
地
方
分
権
・
行
財
政
・
ま
ち
づ
く
り
・
福

祉
・
教
育
・
産
業
等
に
関
連
す
る
書
籍
の
購

入
、
新
聞
・
会
派
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用

料
・
各
種
情
報
誌
等
の
購
入
を
い
た
し
ま
し

た
。

●
広
報
費
に
つ
い
て

　
啓
政
会
広
報
紙
の
発
行
を
致
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
な
ど
を
取
り
ま
と

め
、
会
派
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
公

表
し
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
要
望
等
御
座
い
ま
し
た
ら
、
地
域
の

議
員
に
お
伝
え
下
さ
い
。

　
公
明
党
川
越
市
議
団
と
し
て
の
平
成
十
九

年
度
の
政
務
調
査
費
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
主
な
使
途
目
的
と
し
て
は
、
調
査
研
究
費

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
は
三
回
に
渡
り

先
進
都
市
の
行
政
視
察
を
行
な
わ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
報
広
聴
費
と
し
て
は
、
公
明
党

川
越
市
議
団
の
議
会
活
動
な
ど
を
、
広
く
市

民
の
方
々
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
議
会
の

「
一
般
質
問
」
等
で
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
行

政
に
反
映
さ
れ
実
績
と
し
て
作
り
上
げ
る
事

が
出
来
た
施
策
や
、
政
策
等
を
チ
ラ
シ
と
し

て
作
り
上
げ
、
新
年
の
元
旦
の
各
新
聞
の
折

り
込
み
に
「
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て
入
れ
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
の
事
で
は
有
り
ま
す
が
、
年

度
を
通
し
て
使
用
さ
せ
て
頂
き
、
残
っ
た
金

額
は
川
越
市
へ
返
還
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
方
々
か
ら
、
お
預
か
り
を
し
た
、

貴
重
な
税
金
か
ら
成
る
『
政
務
調
査
費
』
を

こ
れ
か
ら
も
使
用
目
的
を
吟
味
し
な
が
ら
、

市
政
発
展
に
繋
が
る
様
々
な
調
査
研
究
の
た

め
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
中
原
秀
久
を
代
表
に
、
四
名
で
活
動
を
し

て
い
る
会
派
で
す
。
政
務
調
査
費
は
支
出
額

の
多
い
順
に
、
調
査
研
究
、
広
報
広
聴
、
資

料
購
入
、
資
料
作
成
の
四
項
目
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
返
戻
残
額
は
二
十
五
万

八
千
九
百
三
十
一
円
で
し
た
。
議
会
で
は
四

つ
の
常
任
委
員
会
と
十
三
の
審
議
会
、
一
つ

の
特
別
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
の
他
地
域
活

動
も
幅
広
く
個
性
豊
か
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
・
議
会
報
告
を
発
行
す
る
（
四
回
）

　
　
・
一
般
質
問
を
行
う
（
四
回
）

　
　
・
全
員
で
視
察
を
行
う
（
三
回
）

　
こ
れ
ら
を
全
員
の
基
本
活
動
に
市
政
全
般

を
見
回
し
て
い
ま
す
。
特
に
市
政
運
営
が
公

正
で
市
民
利
益
を
最
大
に
守
れ
る
よ
う
、
正

義
感
の
強
い
会
派
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
市
職

員
の
公
金
横
領
事
件
で
百
条
委
員
会
設
置
に

努
力
し
、
今
回
は
市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

設
置
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
川

越
市
当
初
予
算
へ
の
要
望
も
重
点
九
項
目
と

百
六
十
二
項
目
を
提
出
し
市
民
生
活
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
の
根
底

を
支
え
て
い
る
の
が
政
務
調
査
費
で
す
。
限

ら
れ
た
紙
面
で
の
報
告
は
雑
駁
と
な
り
ま
す

が
、
中
で
も
議
員
視
察
で
訪
問
す
る
各
地
で

の
体
験
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
最
初
に

訪
問
先
議
会
で
、
行
政
区
の
歴
史
・
現
状
・

課
題
な
ど
を
資
料
に
基
づ
い
て
挨
拶
が
あ
り

ま
す
。
次
に
事
前
通
告
を
し
て
い
る
視
察
項

目
に
つ
い
て
担
当
職
員
が
詳
細
に
説
明
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
後
に
質
疑
を
行
い
、

最
後
に
現
地
視
察
と
し
て
市
内
関
係
地
に
議

会
の
車
で
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
す
。
全
国
の

先
進
事
例
を
視
察
し
ま
す
の
で
、
回
数
を
重

ね
る
程
に
私
た
ち
の
情
報
量
も
増
大
し
、
時

に
は
視
察
先
の
職
員
か
ら
こ
ち
ら
の
指
摘
を

喜
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
視
察
項
目
に

「
重
要
伝
統
建
造
物
」
を
入
れ
、
川
越
の
歴

史
と
伝
統
保
存
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

は
「
領
収
書
の
全
面
公
開
こ
そ
住
民
監
視
に

よ
っ
て
政
務
調
査
費
の
使
途
を
正
し
て
い
く

最
大
の
保
証
で
あ
る
。
住
民
の
目
線
を
基
準

に
し
て
、
批
判
と
議
論
の
相
互
作
用
の
な
か

で
正
さ
れ
て
い
く
の
が
、
地
方
自
治
の
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
議
会
の
様
子
を
市
民

に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

所
属
す
る
四
名
の
議
員
全
員
が
、
毎
議
会
一

般
質
問
な
ど
で
積
極
的
な
提
案
や
論
戦
を
お

こ
な
い
、
議
会
報
告
を
発
行
（
年
四
回
）
し

て
そ
の
様
子
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
選
挙
を
経
て
議
員
団
の
顔
ぶ
れ
が

新
し
く
な
っ
た
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
　
　
（h

ttp
://jcp

-k
a
w
a
g
o
e
.jp
/

）

　
人
件
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、
政
策

研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

事
務
職
員
の
給
与
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
や
、
資
料
の
と
り
ま
と
め
、
議
員
の
行

動
予
定
の
調
整
な
ど
、
議
員
団
の
活
動
を
支

て
い
ま
す
。

　
研
究
研
修
費
は
主
に
、
自
治
体
問
題
研
究

所
が
主
催
す
る
自
治
体
学
校
や
自
治
体
理
論

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。
全
国
各

地
の
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
、
そ

の
成
果
を
市
民
生
活
向
上
の
た
め
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
研
究
費
は
主
と
し
て
、
公
共
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
先
進
市
を
視
察
し
た
も

の
で
す
。

　
平
成
十
九
年
度
は
、
議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
と

た
く
さ
ん
の
意
見
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
、

開
催
回
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

啓
　
政
　
会

公
明
党
議
員
団

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
川
越
21

日
本
共
産
党
議
員
団

　
政
務
調
査
費
は
一
人
に
月
額
八
万
円
で
所
属
会
派
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
昨
年
五
月
か
ら
本
年

三
月
ま
で
の
交
付
総
額
は
三
千
五
百
二
十
万
円
で
し
た
。
期
間
内
に
支
出
せ
ず
返
納
さ
れ
た
金

額
は
九
百
五
十
四
万
百
二
円
で
約
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
会
派
の
支
出
ル
ー
ル
も
様
々
で
、

今
回
は
会
派
独
自
の
視
点
で
原
稿
を
ま
と
め
ま
し
た
。
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に

報
告
を
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
市
民
生
活
に
直
結
す
る
議
員
活
動
が
さ
ら
に
身
近
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特  

集

政
務
調
査
費

　
研
究
研
修
費
と
は
・
・
・
研
究
会
、
研
修
会
を
主
催
す
る
場
合
や
参
加
す
る
場
合
の
経

費
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
主
催
す
る
場
合
は
主
に
会
場
費
等
で
す
。

　
参
加
す
る
場
合
は
、
主
に
会
費
、
交
通
費
等
で
す
が
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
や
酒
食
を
共
に

す
る
会
合
や
個
人
的
な
資
格
で
参
加
す
る
団
体
の
会
費
と
し
て
は
支
出
で
き
ま
せ
ん
。

　
調
査
研
究
費
と
は
・
・
・
市
内
や
市
外
調
査
と
し
て
他
市
等
の
先
進
的
施
策
を
視
察
す

る
場
合
の
経
費
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
主
に
交
通
費
、
宿
泊
代
、
日
当
、
資
料
等
の
購
入
費
等

で
す
が
、
車
の
維
持
費
、
修
理
費
、
食
事
先
等
へ
の
移
動
費
用
に
は
支
出
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
旅
費
は
「
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
」
の
例
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

札幌市中沼プラスチック選別センター

所属の4名の議員

視察時研修会の風景

金額（円）

6,162,748

175,790

1,044,735

130,638

887,279

863,587

3,102,029

3,060,819

収入 (利息を含む)

支出

返金残高

科　目

研究研修費

調査研究費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

合　計

公明党議員団政務調査費収支報告書

金額（円）

171,780

93,950

16,377

518,797

2,235,387

439,200

3,475,491

45,701

割合（％）

5.0 

2.7 

0.5 

14.9 

64.3 

12.6 

100.0 

科目

研究研修費

調査研究費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

人件費

合計

3.残額　　　　　　　　　(返還)

1.収入 3,521,192 ※利息含

2.支出

政務調査費収支報告

　
政
務
調
査
費
で
実
施
し
た
調
査
研
修
等
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

●
研
究
研
修
費
に
つ
い
て

　
年
金
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
事
務
所

よ
り
講
師
を
迎
え
、
年
金
の
現
状
と
離
婚
分

割
・
遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金
等
の
制
度
に

つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

●
調
査
研
究
費
に
つ
い
て

　
①
今
日
の
市
政
の
課
題
の
中
か
ら
、
環

境
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
行
財
政
改
革
な
ど
を

取
り
上
げ
、
具
体
的
案
件
と
し
て
新
清
掃
セ

ン
タ
ー
事
業
に
関
連
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

「
札
幌
リ
サ
イ
ク

ル
団
地
」、砂
川

市
の「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」、旭

川
市
で
は「
行
財

政
改
革
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」等
と
、

各
市
の
議
会
の

状
況
な
ど
も
併

せ
て
調
査
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
②
庁
舎
問
題
の
研
究
施
設
と
し
て
、
「
岐


